
岐阜県博物館調査研究報告，（28）：1－8，Mar．31，2007

下呂市採集の縄文時代資料

～下呂市萩原町神屋垣内遺跡・馬瀬地内採集資料より～

AcollectionofJomonperiodartifactsfromKamlyagaltOSite

inHaglWaraandsomesitesinMaze，Geroclty
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

1，はじめに

私が小学生の頃、友人たちと遊んだ帰り道で一片の素

焼きの陶片を拾った。厚さやカーブの具合から瓦であろ

うとは想像できたが、今のものとは全く違う。きっと昔

のものだ！と思い、胸が躍った。ただ、昔のものである

にしても、数十年前のものであるのか何百年も前のもの

であるのかが分からない。家で親に見せてみたが、分か

らないという。親が知らないのであれば数十年前という

ことはないであろう。ますます期待をふくらませ、翌日、

学校で先生に見ていただいた。

先生は「江戸時代くらいの瓦ではないか」とおっしゃ

った。江戸時代という時代は授業で習って知っていても、

何か絵空事であるような思いがそれまではあった。しか

し、手にした一片の瓦片から、私たちが暮らしているこ

の場所で江戸時代の人も暮らしていたことが実感でき、

当時のくらしの一端を垣間見た気がした。飽かず空想を

楽しめた少年時代のことであるから尚更である。

私が拾った瓦片は、実は古代のものであった。今思え

ば先生の答は不正確をものではあったが、もしあの時

「わからない」と答えられていたら、私にとって歴史・

考古学は近づきがたい不可解を存在のままであったこと

であろう。

それ以来、考古学は私にとって身近に感じられる学問

となった。私たちが生活している郷土に、歴史を物語る

材料があることが、実に興味深かっだ。

私と同じような体験をした人は少なくないであろう。

畑仕事の間などに見つけた石鎌などを、出土地点毎に綺

麗に箱に収めてあるのを見せていただくことがよくあ

る。出土地点を記録することは学問上とても大切なこと

である。出土地点の分からない資料は、どんな優品でも

研究では使えない。出土地点をきちんと押さえている人

は、きっと考古資料の価値を正しく認識している。郷土

の歴史を物語るものだということを分かっている。

2006年の11月、下呂市馬瀬の二村利明氏より資料の寄

贈を受けた。二村氏は「資料は個人が所蔵して眠らせる
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より、公のものとして示す方が生きるのではないか」と

いう考えから寄贈してくださった。考古資料の持つ価値

を、より深く理解した考え方であろう。その思いに報い

るため、ここに図化して資料を紹介していきたい。

資料は、大きく2群からなる。1つは下呂市萩原町の

神屋垣内遺跡の資料。もう1つは下呂市馬瀬地内のいく

つかの地点で採集された資料である。

2，神屋垣内遺跡採集質料について

神屋垣内遺跡について

神屋垣内遺跡（県遺跡番号G22HOO870）は下呂市萩原

町西上田神屋垣内に所在する。南流する飛騨川右岸に南

北1200m、東西300m、標高390mほどの河岸段丘があり、

その南半が崖錐堆積物に覆われている。遺跡はこの扇状

地の東南部、扇央部やや扇端よりの、見晴らしの良い緩

斜面に位置している。標高401mほどである。

同じ段丘の北半には、沖田遺跡（県遺跡番号G16

HOO867）、大木ノ下遺跡（県遺跡番号G16HOO868）、久末

遺跡（県遺跡番号G16HOO869）の3遺跡がある。3遺跡

とも西側山塊から流れ出る石浦谷の近くに立地している。

沖田遺跡は昭和48年に萩原町教育委員会によって発掘

調査が行われ、中期中葉後半の竪穴住居跡や、早期末・

中期中葉前半の土器などが得られている（紅村ほか

1974）。また、昭和10年頃には耕地整理の際に中期後葉

の土器や石囲い炉らしさ遺構が見つかっているという。

他2遺跡は詳細不明であるが、いずれも遺跡地図には縄

文時代の遺跡として登録されている（岐阜県教育委員会

1990）。

今回紹介する神尾垣内遺跡の資料は二村氏が採集した

ものではなく、出土状況は二村氏の聞き取りによる。以

下のような状況であったという。

採集年は昭和3－5年頃。高山線敷設のために掘削し

た土砂中及び近くの畑で採集されだと聞いている。現在、

高山線の際まで県道の高さで埋め立てられているが、も

ともとは緩やかを傾斜を持った畑地であった。
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採集資料は7点の石鉄、1点の石匙、3点の磨製石斧、

4点の石製品の計15点である。土器などは得られていな

い。全ての資料を図示した。

石鎌

5は素材剥片のポジティブ面を示すために腹両側を図

化したが、それ以外は背面側を図化した。

1・2は下呂石製の凹基錬。基部映りこみの深さに相

違はあるが、調整剥離（石器を覆う剥離痕のほとんどは

調整剥離のうちでも最終的に施されたものに過ぎない。

本論で単に調整剥離・剥離と称しているものは石器に残

る最終的な調整剥離を指すこととする）の粗さや手順

（先端部→基部の方向に調整剥離が進む傾向がある）、両

側縁が内湾気味となる形態は類似している。1は質量

1．41g。2は2．33g。3はオリーブ色のチャート岩製凹基

錬。総じて丁寧な深い剥離で薄手に仕上げられるが、左

側縁上部の調整剥離は浅く急角度で、この調整は細身に

しようとする意図によるものであろう。質量0．32gと小

ぶりである。

4－6は下呂石製有茎鎌。4は厚手の剥片を素材とし

ているためか調整剥離も厚めで、上半部は薄く仕上げら

れているが下半部はステップ・ヒンジ気味で薄くしきれ

ていない。両側線外湾する。質量1．76g。5は0．92g。6

は上半部のみ薄く細身に仕上げられている。上半部の調

整剥離は下半部の剥離をきっており、先端を欠損したこ

とによる修復の可能性もある。質量2．90g。

7は赤橙色チャート岩製。薄く深い調整剥離が整然と

並ぶ。かえしが浅く舌部も幅広の逆三角形をしているこ

とから、形態的には小型有舌尖頭器のようにもみえる。

しかし、基部端部をしっかり仕上げない点や質量2．03g

というサイズの小ささから、有茎鍛であると判断した。

石匙

8は下呂石製の石匙。右上部の大きな剥離面はポジテ

ィブ面である。刃部は図化した面を打面に急角度の調整

を裏面側に施し、片刃気味に仕上げている。質量25g。

麿製石斧

9－11は磨製石斧。いずれも定角式で、刃部が外湾す

る小型の石斧である。

9は濃い茶色に濃い緑が混じる蛇紋岩製で、基部を細

くする顕著な撥形である。刃部は片刃で、刃部幅42mm。

基部の端部付近に、横位に走る筋状の傷がある。これは

他の擦痕と比べて幅広で深く、差異は明確である。角の

部分に顕著であることから、装着時についた傷かもしれ

ない。基部端部も斜めに面とりされている。質量50g。

10は乳白色の石材を用いているが、表面の風化、汚れの

ため石材の特定はできない。撥形気味で刃部幅20mm。

5

質量18g。11は乳白色の蛇紋岩製。基部は折損している。

刃部幅26mm。質量37g。

石製晶

石棒・石刀類が4点採集されている。1点が未成品、

3点は破損品である。

12は泥岩と思われる暗緑色でやや軟質の石材を用いて

いる。叩くと金属音がするので若干ホルンフェルス化し

ているようである。表面は風化とスレのために擦痕が不

明瞭になっているが、一部に傷状の深い擦痕が見られる。

端部に近い細い部分は縦位に走る稜の痕跡が8本認めら

れる。8つの面を単位に成形し、その後まろく整えたよ

うに見える。太い部分は稜が不明瞭で、よりまるい断面

となる。端部は敲打による調整によって丸くおさめられ

ている。質量118g。

13はオリーブ色がかっだ灰色の泥岩を用いている。断

面はやや扁平な楕円形で、擦痕が良く残る。擦痕は細く

て縦に走るものが全面を覆い、深くて斜めに走るものが

1つの肩平面を中心に見られる。深い擦痕は残存部の端

まで及ばず、折れた後に施されたようである。一方の端

部は折れた後、研磨によりまろく整えようとしているが、

中途半端で折れ面が中央部に残る。質量55gである。

14はオリーブ色の結晶片岩を用いたいわゆる石刀であ

る。柄頭部には断面V字状をなす陰刻が施される。身は

直刀状で分厚く、背は広い面をなす。柄部は7cmほどで、

緩やかを刃関を経て刃部に移行する。刃部と柄頭部は

200　ほど傾きにズレがみられる。質量は136gである。

15は節理が発達する暗褐色の泥岩を用いている。石刀

もしくは石剣の未成品であろうか。左図に主要剥離面が

残り、横長の剥片を素材としたことが分かる。薄く深い

剥離により打癌付近を整形した後研磨を施している。擦

痕の方向は不揃いで疎密があるが、打癌部と両側縁の研

磨は顕著である。特に、両側縁は研磨によって面を形成

するほどである。幅をまず定めようとしたのであろうか。

質量は198g。

神屋垣内遺跡の資料について

土器が見られないため時期の特定は難しいが、縄文中

期から晩期にかけての資料が混在しているようである。

石匙や凹基鎌のいくらかは中期に位置づけられよう。一

方で、14のような石刀の優品や有茎石鉄など、縄文晩期

を中心とする遺物群の存在が目を引く。

沖田遺跡は中期前葉と中期後葉を中心に営まれた遺跡

であるが、晩期の資料は報告されていない。中期には段

丘上の全面で活動が行われ、晩期には段丘南部の扇状地

上の小高い場所で石棒類を用いた活動があったことが示

された。
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3，馬瀬地内採集質料について

ここに報告する資料は二村氏採集の資料であり、いず

れも縄文土器である。採集した年、採集地・出土状況に

関するメモは第1図下の表に示した。他に、二村氏が譲

り受けた石製土掘り具や磨製石斧、敲き石・磨石なども

寄贈を受けだが、それらは採集地が不明であるため報告

しない。

馬瀬地区の遺跡は、馬瀬川が形成する段丘面上と、そ

れを覆う扇状地上に多く存在する。今回紹介する最も北

の三十遺跡から最も南の清水林遺跡まで、直線距離で

5．3kmほど。標高は三十遺跡が524m、清水林遺跡が

468m、他の遺跡は全てこの間におさまる。

馬瀬川上流の遺跡から順に示していきたい。なお、こ

こにあげる遺跡名は改訂版岐阜県遺跡地図（岐阜県教育

委員会1990）による。採集地点と遺跡地図との照合は

二村氏に確認しながら行った。また、遺跡の詳細につい

て『馬瀬村の埋蔵文化財』（馬瀬村教育委員会1985）に

記載されているので参照した。

16は三十遺跡採集資料。「上段、家屋建設工事中に採

集」とメモに付記されている。当遺跡が所在する名丸地

区には段丘面が2両あり、上位段丘面で採集したという

ことであろう。中期前半、北陸の新保・新崎系に属する。

17・18は柿ヶ瀬遺跡採集。遺跡地図では弥生時代の遺

跡となっているが、寄贈資料には弥生時代の遺物は含ま

れない。『馬瀬村の埋蔵文化財』には井谷遺跡として紹

介され、炉跡があったとされる。17は胴部から頭部にか

けて「く」の字に屈曲する部分であろう。半裁竹管によ

る連続刺笑が屈曲部をはさんで上下に並ぶが、下列は

「C」の字状に刺笑が施され、上列は逆「C」の字に施さ

れる。時期は16に準ずるか。18は鉢・浅鉢状の器形で、

横走する6条の洗練が認められる。後期あたりか。内面

に、横走する沈線が一条みられる。

19は井戸垣内遺跡採集。薄手で、平行に横走する2条

の沈線が見られる。後期に属する。

20・21は沼遺跡採集。20は厚手で、表面に撚糸文が縦

位に施される。21は中期後半、東海系の咲畑式土器。

22－24は清水林遺跡。『馬瀬村の埋蔵文化財』では柿

本遺跡とされ、（旧）馬瀬村最大の遺跡として紹介され

ている。前期から晩期、弥生時代の土器が見られ、石器

も前期のけつ状耳飾り片や石匙から晩期の石棒・石刀ま

で多種の石器類が掲載されている。22・23は新保・新崎

系、24は咲畑式土器。

今回紹介した資料は、大まかに見て中期前半の北陸系

土器、中期後半の東海系土器が主であったが、これが馬

瀬川上流域の傾向を示すとはいいがたい。清水林遺跡で

中期後半の信州系土器が埋藍のような状況で見つかって

いるとの情報もある（馬瀬村教育委員会前掲）。

飛騨川流域と長良川流域との交流について、中期後半

には明宝・白鳥方面と八幡方面で下呂石利用に差がある

ことが指摘されている（長屋　2006）。その詳細を明ら

かにするためには旧金山町内と旧馬瀬村の資料比較が必

要で、研究上重要な地域であることを申し添えたい。
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第6図　馬瀬地内


